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特集①：狭山ヶ丘分館スタッフの 

      「私がティーンズ時代に読んだ本」 

           
狭山ヶ丘分館からのお知らせのコーナーです。 

図書館で新しく購入した資料など、資料紹介のコーナーです。 

①狭山ヶ丘分館スタッフのおススメ本を紹介します。 

②秋草学園短期大学のおねえさんに聞きました！ティーンズにおすすめの本。 

ティーンズコーナーのポストに利用者から投稿された『わたしたちのオス 

スメ本』をご紹介します。 

今月のテーマ展示本コーナーから本をご紹介します。 

 

 

    

 

『オー・ヘンリー傑作選』 

オー・ヘンリー/著 

大津栄一郎/訳 岩波書店 

《Ｂ/933.7 ﾍ》 

学生時代すすめられて読み

ました。大人になっても自信を

持って好きと言えるのが「賢者

の贈りもの」と「最後の一葉」

です。 

Ｙ.Ｎ 

『陰陽師』 

夢枕 獏/著 文藝春秋 

《913.6/ユ》 

現代に失われつつある不

思議な世界観と主人公であ

る安倍晴明と友人の源博雅

のかけあいが好きでした。 

Ｔ.Ｍ 

『変身』 

フランツ・カフカ/著 

中井正文/訳 角川書店 

《YF/カ》 

主人公はある日、虫に変身し

てしまいます。“虫に変身する”

とは何を表わしているのか。誰

の立場にたつかによっても

様々な見方が出来ると思いま

す。         Ｋ.Ｏ 



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『学ばない探偵たちの学園 東川篤哉/著 光文社 2009 年《B/913.6/ﾋ》 

文学部に入るつもりが探偵部に入ってしまった転校生、赤坂が学園で起こる様々な事件にまきこま

れていく推理小説です。                          （by すずらん） 

『ナミヤ雑貨店の奇跡』 東野圭吾/著 角川書店 2012 年《913.6/ﾋ》 

ナミヤ雑貨店に届く悩み相談の手紙。時空を超え、色々な人の人生が絡み、最後には心が温まるス

トーリーです。山田涼介さん主演で映画化もされています。           （by ぴーたん） 

何気なく、みっともない日々が青春なんだと気付ける作品です。女子高生のおちこぼれ話が自虐的

に書かれていてとても面白い一冊です。                   （by イースター） 

歌手、俳優、文筆家という多様な才能をもつ星野源さんのいわゆる「下積み時代」の生活感、親近

感あふれるエッセイです。                          （by くるみ） 

『底辺女子高生』豊島ミホ/著 幻冬舎 2006 年《B/914.6/ﾄ》 

『流星の絆』東野圭吾/著 講談社 2008 年《913.6/ﾋ》 

何者かに両親を殺されてしまった三兄妹は流れ星にかたきうちを誓う。３人で完璧に仕掛けたはず

の復讐計画。最大の誤算は妹の恋心だった。ドラマ化されたこともある小説です。兄妹の絆やハラハ

ラドキドキ、感動の展開に目が離せません。                   （by さき） 

『そして生活はつづく』星野源/著 文藝春秋 2013 年《B/914.6/ﾎ》 

『西の魔女が死んだ』梨木香歩/著 新潮社 2001 年《YF/ﾅ》 

分厚さに「おっ…」となりますが、読んでよかったと思えます！爽やかなようでいて、現実的なと

ころもあります。「夢」って、「大人」って何だろう…主人公「泳」の成長物語。あなたも終わらな

い波に乗ってみませんか？                 （by アリスの国のアヤツジスト） 

自分らしく生きるというのはどういうことか、家族の大切さと一緒に考えなおすことが出来る本で

す。自然の中で成長する主人公にも注目して読んでみてください。          （by みち） 

『大きな音が聞こえるか』坂木司/著 角川書店 2012 年《913.6/ｻ》 



 

 

 
 

 

   
   

高畑京太郎/著 メディアワークス 1996 年《Y/F/ﾀ》 

ある少女が昨日の記憶を喪失していることに気づく。少女の日記には「あなたは今、混乱してい

る。若松君に相談なさい」と書かれていた。若松君と時間を取り戻していく。最初は難しい本と思

っていたけど、面白かった。                    ｂｙ リア充できない人 

村上春樹/著 文藝春秋 2006 年《Y/F/ﾑ》 

特に中高生に読んでほしい！あまり長くないのでとても読みやすい。少し考えさせられる本 

です。教科書にのっていて、とても面白いと思いました。風の音を「うん」や「いや」で表 

しているところ、色々なところが独特な表現で面白いです。       ｂｙ 抑ちゃんマン 

ティーンズコーナー『わたしたちのオススメ本』ポストに投稿されたものからご紹介します。 

発行:所沢図書館狭山ヶ丘分館 若狭 4-2478-4 TEL 04(2949)1193 

加部鈴子/著 岩崎書店 YF/カ 

涼太は十三歳の誕生日に、父の趣味のロードバイ

クを贈られたことから、勢いでレースに出場する事

に。不器用な父と息子やママチャリに乗る学生服の

高校生、父の元患者・・・。みんなそれぞれの思い

を胸に、ゴールを目指します。ティーンズのみなさ

んにぜひ読んでいただきたい１冊です！ 


